
Ⅰ．はじめに

　近年，都市部を中心として花粉症患者が急増しており，現在で

は推定で約２，０００万人，年間医療費は約３，０００億円と言われており，

大きな社会問題となっている（5）。

　花粉症にはスギ花粉が関与している場合が多い（5）ため，花

粉症対策を進めるにあたっては，スギの雄花着生状況等を把握し

ておく必要がある。このため，林野庁及び社団法人全国林業改良

普及協会によって全国的な規模での雄花調査が企画され，大分県

もその一環として調査を実施した。

　大分県の調査データに基づいた統計分析の結果，雄花着生に及

ぼす影響は，諸因子（１１種類）の中では「品種」の寄与率が７０～

７５％で最も大きく，さらに，花芽分化期の気温等の気象条件も関

与すること等が報告されている（4）。

　そこで，大分県のスギ雄花着生における品種及び気象条件の影

響について詳細な検討を行った。

　本稿の作成にあたって有益な御助言をいただいた独立行政法人

森林総合研究所・森林遺伝研究領域長の長坂寿俊氏，及び社団法

人林木育種協会・主任研究員の明石孝輝博士に深謝の意を表する。

Ⅱ．調査地および方法

　県内の２６～６０年生のスギ林分の中から，５１箇所の定点スギ林を

選び，２００１～２００５年にかけて雄花着生調査等を実施した（表－１，

図－１）。品種別の定点数は，ヤブクグリが２０箇所，ヒノデが６

箇所，アヤスギが４箇所，オビスギ，ヤマグチの２品種が各３箇

所，イワオ，ウラセバル，実生の３品種が各２箇所，コバノウラ

セバル，ナオミアオ，ホンスギ，ヤイチ，リュウノヒゲの５品種

が各１箇所，２品種混合が４箇所であった。調査時期は毎年１１月

下旬～１２月中旬とし，樹冠の雄花が詳細に観察できる地点から双

眼鏡を用いた目視で，定点あたり４０本の調査を行った。その際，

カラーの基準写真（4）をもとにし，雄花の着生状態によって４

種類に区分した。それぞれの区分は，A：樹冠の全面に着生し，

雄花群の密度が非常に高い，B：樹冠のほぼ全面に着生，C：樹冠

に疎らに着生または限られた部分に少量着生，D：雄花の着生が

認められない，の４段階とした。定点スギ林ごとの雄花着生量を

「雄花指数」で数量化した。雄花指数は，Aの本数×１００，Bの本

数×５０，Cの本数×１０，Dの本数×０を求め，それぞれの合計値

で示した（4）。

　スギの花芽分化期は７月頃とされており（5，6），その時期の

気象条件が雄花着生に及ぼす影響を調べるため，定点スギ林付近

の５箇所のアメダス観測地点（日田市，玖珠町，院内町，湯布院

町，佐伯市）について，２００１～２００５年の７月の気象情報を入手し，

年次別の平均気温及び平均降水量を算出した。

Ⅲ．結果および考察

　品種別の５年間の雄花指数の平均値を図－２に示した。雄花着

生量は品種の違いによって大きな差異が認められ，多い品種はヒ

ノデ，コバノウラセバル，実生等，一方，少ない品種はヤブクグ

リ，アヤスギ，イワオ，ナオミアオ等であり，既往の報告（1，2，

6）とほぼ同様な結果が得られた。

　年次別の雄花量と７月の気象条件の関係を調べた結果，気温が

低い２００３年は雄花が著しく少なく，気温が高い２００４年は著しく多

いことが判明し，７月の気温が雄花着生に大きな影響を及ぼすこ

とが分かった（図－３）。また，７月の降水量と雄花着生の関係を

調べたところ，降水量が少ない年（２００４年等）は雄花が多く，降

水量が多い年（２００３年等）は雄花が少ない傾向が認められた（図
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年の間，大分県内５１箇所の定点スギ林について雄花着生等の調査を行った。その結果，雄花着生量は品種の違いによって大きな差異が認

められ，多い品種はヒノデ等，一方，少ない品種はヤブクグリ等であった。５年間における年次別の雄花量は，調査年によって大きな差

異が認められ，それぞれの年次の７月の気温や降水量との関係を調べたところ，高温少雨では雄花が多く，低温多雨では雄花が少ない傾

向が認められた。これらの結果は，花粉症対策における品種選択及び花芽分化期の気象情報の重要性を示唆しているものと考えられた。
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図－１．県内５１箇所の定点スギ林の位置図（黒丸の数値は表－１のNo．を示す）

表－１．雄花着生調査等を実施した定点スギ林（５１箇所）

品　種　名定　点　名No．品　種　名定　点　名No．品　種　名定　点　名No．

オビスギ玖珠－１３５イワオ日田－５１８ヤブクグリ三光－１１

ヤブクグリ玖珠－２３６ウラセバル日田－６１９ヤブクグリ本耶馬渓－１２

ヒノデ玖珠－３３７ヤブクグリ天瀬－１２０ヤマグチ耶馬溪－１３

ヤブクグリ玖珠－４３８イワオ，ヤマグチ天瀬－２２１ヤブクグリ耶馬溪－２４

ヤブクグリ玖珠－５３９ヒノデ天瀬－３２２ヤブクグリ耶馬溪－３５

アヤスギ，ヒノデ九重－１４０ヤブクグリ大山－１２３ヤブクグリ山国－１６

ヤブクグリ，アヤスギ九重－２４１ヤブクグリ大山－２２４ヤマグチ山国－２７

ヤマグチ九重－３４２ヒノデ大山－３２５ヤブクグリ宇佐－１８

イワオ九重－４４３ヤブクグリ前津江－１２６実生安心院－１９

実生九重－５４４コバノウラセバル前津江－２２７アヤスギ安心院－２１０

ウラセバル九重－６４５ヒノデ前津江－３２８ヤブクグリ院内－１１１

ヤブクグリ九重－７４６アヤスギ中津江－１２９ホンスギ院内－２１２

ヤブクグリ湯布院－１４７ヤブクグリ中津江－２３０ヒノデ院内－３１３

ヤブクグリ湯布院－２４８ウラセバル，アヤスギ中津江－３３１アヤスギ日田－１１４

オビスギ直川－１４９アヤスギ上津江－１３２ヤイチ日田－２１５

ナオミアオ直川－２５０ヤブクグリ上津江－２３３ヒノデ日田－３１６

オビスギ直川－３５１リュウノヒゲ上津江－３３４ヤブクグリ日田－４１７



－４）。このような現象は，既往の報告（4，5，6）においても言

及されており，気象情報に基づいた花粉量予測の可能性を示唆し

ているものと考えられる。

　品種別の雄花量について，年次別の変動を調べたところ，ヒノ

デ等のような雄花量の多い品種は，年次間の変動が著しく，７月

の気温等の気象条件に大きく左右されることが分かった。一方，

アヤスギ，ヤブクグリ等のような雄花量の少ない品種は年次間の

変動が小さく，７月の気象条件にあまり影響を受けないことが判

明した（図－５）。

Ⅳ．おわりに

　今回の結果から，スギの雄花量は品種の違いによって大きな差

異が認められ，また，品種によっては７月の気温等の気象条件の

影響を受けやすいことが確認された。これらのことから，花粉症

対策として，雄花量の少ない品種（3）の選択等が重要と考えら

れた。また，春季の花粉飛散量は前年７月の気温等の気象条件に

よって，ある程度の予測ができるため，７月が高温少雨で翌年の

花粉の大量発生が予想される場合，早期の医療対策等を講じるこ

とが可能と考えられる。

　東京都では２００５年度から雄花の多いスギ林分を選別し，計画的

に伐採した後に，少花粉スギ（3）等の苗木を植裁する施策を積

極的に展開しており，近隣の県においてもこれに追随する動きが

みられる（7）。

　花粉症患者が急増している現在，林業分野においても，花粉症

対策を考慮した森づくりを本格的に検討する必要があるものと考

えられる。
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図－２．スギ品種別の平均雄花指数

図－３．年次別の雄花指数と降水量の関係

図－４．年次別の雄花指数と気温の関係

図－５．主要品種の雄花指数の年次変動


